
節　分

2021年2月号

「ゆうゆう北久里浜だより」

2月2日の節分にホームでも恵方巻や豆まきなどで、邪気払いをしました。

今回のように節分の日が変わるのは久しぶりのこと。前回節分の日が変

わったのは37年前の昭和59年(1984)。この時は2月4日でした。

また、今回のように2月2日だったのはなんと明治30年(1897)2月2日。124年

も前のことです。

来年はまた2月3日が節分になりますが、今後はしばらくの間4年おきに2月2

日が節分になります。次回2月2日が節分になるのは2025年。

なんとなくこれまでの癖で2月3日が節分と思ってしまいがちですが、今後は

カレンダーでしっかりとチェックしておくと良さそうですね。



節 分

2月2日の節分の日には具たくさんの恵方巻と、豆まきで鬼を追い払っても

らい福を呼び込んで頂きました。

お取り寄

せランチ

宅配のお寿司や釜めしを取り寄せて、美味しく召し上がって頂きました。いつもとは違

うフロアでちょっとした気分転換になりました。



　

　

淡島神社

名所紹介

〒２３９－０８０７

横須賀市根岸町３－２－１４

電話 ０４６－８３８－５７７８

お知らせ
◆ 2月アクティビティ予定

・節分豆まき ・アロママッサージ

・フロアレク ・ナーシング体操

虹

2月15日は雨が降ったり太陽の光

が差したりとを交互に繰り返して、

非常に不安定な天気でした。しか

しそのおかげで袂までくっきりと大き

なしっかりした虹を見ることができま

した。リビングからも見ることができ

て、入居者の方々も短い天体

ショーを楽しんで頂きました。

和歌山県海草郡加太の淡島神社をいつ

のころか横須賀の芦名に勧請したといわ

れ、縁結びの神社・航海安全の神社とし

て、江戸時代にはすでに信仰されていたよ

うです。「あわせてください淡島様よ、お礼

参りは二人づれ」と、底抜け柄杓（びしゃく）

の柄に麻を結んで奉納する祭礼は、桃の

節句の3月3日に行われます。底抜け柄杓

は「水が抜けるように安産」の願いがこめら

れ、全国各地で見られるものです。祭礼で

は、神社前の芦名海岸から神職・巫女が

船に乗り込み、流し雛を行います。


